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研究成果の概要（和文）：　フィンランドの教育政策の分析及び教育関係者のライフヒストリー・インタビュー
から、①教育政策が、直接的に平等を志向するものであるか否かに関わらず、平等志向の教育制度の基盤形成に
貢献してきたこと、②時代の変化の波を受けつつも通底する平等観が今なお一定程度引き継がれていること、③
その平等観は多層的なアプローチを含むものであること、④教育関係者間で平等観や平等を志向する教育の意義
が共有されていること、⑤教育関係者の平等観には、自身の教育経験が大きな影響を与えていることが明らかに
なった。

研究成果の概要（英文）：　The following five points emerged from the study: 1) Education policy has 
helped to lay the foundations of an equality-oriented education system, whether it is directly 
equality-oriented or not; 2) The underlying view of equality, which has undergone waves of change 
over time, is still inherited to some extent; 3) The Finnish view of equality in education involves 
a multifaceted approach; 4) The view of equality and the importance of equality-oriented education 
is shared by those involved in education; 5) Educators' views on equality are strongly influenced by
 their own educational experiences. The above conclusions were drawn from educational policy 
analysis and life history interviews.

研究分野：比較国際教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の学術的意義は、先行研究が自明のものとして扱い、その具体の検証を怠ってきた、フィンランドの
「教育における平等」の概念を、教育政策文書の原典に当たって分析を行ったこと、フィンランドの教育政策や
教育研究において重要な役割を担ってきたキーパーソンに対するライフヒストリー・インタビューという手法を
用いて検証することを通じて、その実相とそれを制度へと組み込むメカニズムの解明を行った点にある。多くの
国において格差の拡大が社会問題化する中で、制度によって平等性の担保を試み、一定の成果を挙げているフィ
ンランドを事例として検証したことは、この問題に対する解決策を検討していく上で意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

（１）研究代表者のこれまでの研究とのつながり 

 本研究の直接的なベースとなっているのは、2016 年度に、研究代表者が、所属先の特別研究

費（学長裁量経費）を得て実施したプロジェクト「北欧諸国の教育制度における『北欧的価値』

の変容」である。新自由主義の影響により、「北欧的価値」が変容しつつある実態を明らかにす

ることを試みた当該研究において、フィンランドが、新自由主義の影響を受けながらも、伝統的

価値が未だ根強いという点で、他の北欧諸国とは異なる特徴を有していることを明らかにした。

本研究は、ここで得られた知見に基づくものであり、フィンランドの特殊性に着目し、その要因

であると予想される「教育における平等」の理念の実相とそれを具現化するメカニズムの解明に

挑む点において、上記研究を発展させるものとして位置づく。 

（２）国内外の研究動向 

 フィンランドの教育政策・教育制度と、その根幹にある理念「教育における平等」にアプロー
チすることを試みた研究は、2000 年代以降、国内外ともに様々な形で行われてきている。その
多くは、国際学力調査における好成績の背景にあるものとして「教育における平等」の理念を指
摘するものであった。これらは、日本への示唆を導き出すべく、比較的な視点からフィンランド
の教育制度・政策を検証しているが、二次資料の分析が中心である。教育行政関係者に対するイ
ンタビューは行われているものの、現行制度についての説明を求める形のものが多く、体系的な
形では行われていない。一方、フィンランドでは、国際学力調査における「成功の秘密」を歴史
や現代の教育政策動向から描き出す研究だけではなく、フィンランド賛美の傾向に警鐘を鳴ら
す批判的アプローチに基づく研究も行われている。これらは、一次資料を参照し、制度・政策を
丁寧に検証している一方、質的な調査手法はほとんど用いられていない。 

本研究は、こうした研究動向を踏まえ、一次資料の分析に基づく文献調査とインタビューによ
る質的調査などの手法を用いて、フィンランドの教育における平等の実相にアプローチするこ
とを企図するものである。 
 

２．研究の目的 

本研究の目的は、フィンランドの教育の理念的基盤である「教育における平等」の実相を、教
育関係者のライフヒストリーと、教育政策の形成・展開過程の分析から描き出すことにより、フ
ィンランド特有の「教育における平等」観の形成プロセス及び制度化プロセスを明らかにするこ
とにある。 

国際学力調査などの結果から、教育において平等性と卓越性を高い水準で担保している国と
されるフィンランドは、教育における平等性の追求において、教育機会の平等と学習機会の平等
に加え、学習成果の平等まで射程に入れているところに特徴があるとされる。では、このような
「平等」観の違いは、制度や政策にどのような形で現れているのか。本研究では、「フィンラン
ドは、その教育制度において、『教育における平等』の理念と、これに対する多層的なアプロー
チを組み込むことにより、教育における平等性を維持している」という仮説を設定し、その制度
的メカニズムの解明に挑むものである。 
 

３．研究の方法 

 本研究は、比較的視点を持ちつつ、一次資料の詳細な分析（文献調査）と、ライフヒストリー
的アプローチ（インタビュー調査）を組み合わせることで、フィンランドの教育理念や、教育政
策の展開を立体的に描き出すことを試みた。 

（１）文献調査：教育政策分析 

 教育政策分析に当たっては、フィンランドの教育が平等を志向するものへと転換していった
1960 年代以降の主要政策を対象として、諸政策・施策を「平等」の視点から検証することによ
り、制度における「平等」の構築プロセスを検証するとともに、それらによって構築された制度
における平等の実相の解明を試みた。 

（２）インタビュー調査：ライフヒストリー・インタビュー 

 ライフヒストリー・インタビューでは、1990 年代以降のフィンランドの教育に影響を与えた
教育関係者（教育行政機関トップ経験者、教育学各分野の主要研究者等）を対象とし、被験者自
身の教育経験、教育分野における職業経験（行政経験、研究経験）などに関する半構造化インタ
ビューを実施し、教育政策に多大な影響を与えた人物の教育観、「教育における平等」観を明ら
かにすること、さらに、教育政策等の背景にアプローチすることを試みた。 

 



４．研究成果 

（１）フィンランドの教育政策における「教育における平等」概念の検証 

 フィンランドが北欧型福祉国家への転換を図った 1960 年代以降の教育政策について、時系列
的に分析を行った。その結果、1960年代以降、現代に至るまで通底する「平等」主義的なアプロ
ーチがある一方、近年、「平等」の解釈に僅かな変化が確認できることなどが明らかになった。 
時系列的分析の中では、①北欧型福祉国家へと転換を図る以前のフィンランドの教育におい

て、平等に対する意識を想起するような制度や政策はあまり見られなかったこと、②1960 年代
後半から 1980 年代前半には、現在の教育制度につながる改革が次々に断行された結果、それが
平等を直接的に志向する政策であるか否かに関わりなく、結果的に、平等を志向する制度の構築
に繋がってきたこと、③1990 年代以降、波はありつつも新自由主義的な政策が展開される中で
も、フィンランドに根付いた教育における「平等」を志向する考え方により、大きな変革につな
がらなかったこと、④2010年度以降、教育の「平等」の捉え方に振り子現象が生じていること、
⑤社会の変化とそれに伴う政策の変容により試行錯誤しつつも、「教育における平等」への多層
的なアプローチは継続して試みられていることが明らかになった。また、「どのような状況を平
等と捉えるか」ということ、「誰と誰の間の平等であるか」ということについては、フィンラン
ド社会の変化に付随する形で変容していることも明らかになった。 

（２）教育関係者のライフヒストリー・インタビューによる「教育における平等」の検証 

教育関係者のライフヒストリー・インタビューでは、フィンランドの教育制度が平等を志向す
るものへと転換していた時期に教育を受け、その後、教育政策立案等に教育行政関係者としてあ
るいは教育研究者として関与した関係者を対象とした。それらを通じて、①教育における平等が、
政策上の優先事項であることについて社会のコンセンサスがあると感じており、自身もそのよ
うに考えていること、②教育政策立案等に関与した関係者の平等観の背景には、自らの教育経験
を通じた平等の意義や重要性の認識が大きくかかわっていること、③フィンランドの教育政策
が時の政権の影響を一定程度受けつつも、「平等を志向する」という基本的な姿勢については、
多少の濃淡はありながらも、維持されていること、などが明らかになった。 
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